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久保欣三君の殉職をいたむ

　久保欣三君，君の御霊は5月29日絶海の孤島マーカス

に忽然として眠ってしまうた．去る日交替して帰港の途

についた吾々は船中で君の言ト報に接した．7年の永きに

亘って鳥島，マーカスの孤島勤務に尽した君が，前途有

為の生命虐このように終ろうとは！驚ぎと恐れの中で痛

恨を押えることができなかった．君は19年6月陸軍気象

部・20年4月気象技術官養成所本科に入り23年3月卒業

し高層課勤務・23年12月潮岬測候所・31年3月離島課に

転じ，以来常に優秀な技術と堅忍不抜の努力をもって気

象業務の先端で働いていた．君の現業技術者としての生

活は華やかな脚光を浴びることはなかったが，その温厚

誠実な性格は、久保やん”　、久保やん”と皆に敬愛され

て，殺伐な孤島暮らしに薫風鵬蕩の慰めを与えて呉れ

た．地昧ではあるが黙々と働いていた君の生活にこそ，

気象の業務と学問を支える基盤があったのだと今し遜じ

み考える．そして多かれ少なかれ君の経た生活と同じよ

うな環境にある気象界の多くの人々の上に，君の死は大

きな波紋となって拡がってゆくだろう．安らかに眠れ！

久保君の御魂よ．

　　　　　　　　　気象庁離島課藤野六雄

I　G　Y診よびI　G　Cのオゾン観測資料について

　July1957～Dec．1958のI　GY　（国際地球観測年）

と，Jan～Dec．1959のI　G　C　（国際地球観測協力年）

に，世界各地のオゾン観測所の観測値はWMOで定めて

標準型式Form　O－1（オゾン全量）Form　O－2（反転

観測）でWMOのデータセンターに報告された．日本で

も札幌，館野，鹿児島，鳥島，マーカス（第5地区）の

報告を行なった．

　これらの報告を収集して，1961年，気象データセンタ

ーでは出版したが，この形式は報告をそのまま縮少版に

したものをカード式にまとめたものである．

　内容は，I　GYにおけるオゾン全量と反転観測，I　G

Cのオゾン全量と反転観測の資料であって，次の観測地

点のデータが含まれている．

以上が一組となっており，気象庁で5組購入，最近入手

1962年6月

　　　　　　　　　　　　　　　　内　　訳

　　　　　　　　　　地区一I　l　皿　W　V　V［

IGYオゾン全量58カ所　　21418724
　　反転観測21カ所　　1　9033　4
1GCオゾン全量55カ所　　41209722
　　反転観測17ヵ所　　1　8032　2
　　　　　　　　　　地区々分

　　1　アフリカ　　　　皿　アジア
　　1皿　南アメリカ　　　W　北，中央アメリカ

　　V　南西太平洋　　　　V［ヨーロッパ

　　P　極

しました．
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　資料は，本庁図書課1組，本庁高層課2組，気象研究

所1組，高層気象台1組保管されているので，調査，研

究に利用されたい．　　C　I　G（国際地球観測委員会）

　　　　　　　　　　　　国内気象委員　北岡　龍海

15


